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1 ．広域大震災の課題
大地震・津波・原発事故と 3 つの災害が同時並行に
勃発した東日本大震災は，震災危機管理に新たな問題
を提起した．
たとえば日本学生支援機構『大学等のための危機管
理対策プログラム 大学等のための危機管理マニュア
ル作成のガイド（自然災害編）改訂版』 （平成20年 3 月）
の場合でも，帰宅困難者への対応は記載されているが，
広域大災害で帰宅困難者が家族を離れ，交通が遮断さ
れている状態は想定されていない．地震が発生した 3
月は，大学教員にとっては会議や研究会・調査旅行，
学生にとっては就活の時期であり，彼ら/彼女らは自
宅・実家を離れて震災に遭遇し，長期にわたって家族
と離れざるを得なかった．
また，原発事故による放射能を避け，多くの学生・
教員が東北地域を脱出した．しかし，支援にあたるべ
き大学自身が被災し，これらの被災者救護を行うこと
は困難であった．空路・新幹線とも不通となり，高速
道路は緊急車両に限定されて一般通行はできなくな
り，国道 4 号線か北陸経由で移動するしかなかった．
ライフラインが長期に回復しない場合，医薬品，水，
食料，衣類，燃料などの確保，輸送，配布などの活動
が急務となるが，支援する側の拠点となるべき大学が，
停電で電話その他の通信手段を欠く場合，支援の主体
として機能しない．このことは，阪神大震災において
も明らかだったが，震災地から徒歩で移動可能だった
阪神大震災と今回の震災とはまったく異なる．
筆者は，地震発生時は京都におり，被災は免れたが，
帰宅困難者となり，東京に10日間足止めを食った．そ
の間，東北大学東京分室においてボランタリーに帰宅
困難者の支援活動を行うことになった．被災地の大学
で東京での帰宅困難者支援活動を行った大学は知る限
り他になく，大規模災害に関する 1 つのケースとして
記録にとどめる価値があるのではないかと考える1）．
2 ．地震発生と東京分室での活動
3 月11日（金）　朝 6 時半起きる．寝不足．ANAで
伊丹，バスで同志社大学へ移動する．大学間連携事業
の評価の会議．午後 2 時46分地震発生時は会議中，揺
れを感じるが，周りの人は平然としているので眩暈か
と思い，深呼吸する．まもなく東広島市の女房から電
話，宮城大地震大丈夫かという．テレビつけると津波
で仙台空港崩壊．東北新幹線が止まる．東海道新幹線
も不通．阪神大震災以上の規模であるのは明らかと思
い，翌日にかけて買い出しを行った．当初から京都に
一泊する予定だったため，震災の経験者に必要なもの
を聞くと，まっさきに「水のいらないシャンプー」と
言われたので，薬局を回って 1 ダース以上買い集めた．
自宅が崩壊している可能性もあったので，保存食糧，
ガスコンロとボンベ，寝袋，作業服，靴，マスク，乾
電池，懐中電灯，さらにキャスターを買い，背広など
は東広島の自宅に送った．単身赴任で家族の安否を気
遣う必要がないのがありがたかった．翌日のJALで
東京まで予約，ホテルに泊まるが，寝られず 2 時ごろ
飲みに出てようやく落ち着く2）．
3 月12日（土）　伊丹－羽田便で東京に戻る．午後
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3 時過ぎには，原発での爆発が報道された．状況から
炉心融解もありうる．女房は南相馬市（原発から約15
キロ）出身で，両親と義妹夫婦が住んでいる．しかし，
連絡が取れない．東京－仙台便のバスで戻ろうと八重
洲口まで行ったが，運休の張り札．ネットでは運行と
なっていたのに．他の交通手段も途絶し，東北大学と
も同僚とも連絡が取れないため，万が一のために予約
していた東京のホテルに宿泊する3）．
3 月13日（日）　この日は，「国際連携を活用した世
界水準の大学教員養成プログラム」のメルボルン大学
派遣学生 8 名及び教員 2 名（北原良夫高等教育開発推
進センター准教授，串本剛同センター講師）が帰国し
てくるため，当面の受け入れ態勢を作る必要があった．
思いついたのは，東北大学東京分室であり，東京に滞
在している関係者も集まっているのではないかと思っ
た．日曜ではあったが，分室職員に連絡を取り，分室
を開けてもらった4）．名古屋に出張中の佐藤万知同セ
ンター講師と連絡を取り，同分室に集合するよう指示
し，情報収集を開始した．
まず，被災情報が文部科学省から流れているので，
対策本部に電話したところ，情報の収集のみで，物資
運送は厚生労働省であると言われた．厚生労働省災害
救助救援対策室では，医療品の運送が担当で，統括し
ているのは内閣府危機管理センターであるとのことで
あった．同センターに連絡したところ，高速道路が損
傷しているため，緊急車両以外通行できないこと，被
災地のニーズを国または自治体が把握し，必要物資を
企業・トラック業者に委託する計画であること，民間
からの支援物資を集めて送ることは考えていないとの
説明であった．
省庁への問い合わせを行っていた午前，東京分室に
おいて開催予定の研究会への電話問い合わせが何件か
あったが，旭硝子より「地震発生時に就職面接に来て
いた学生を職員寮に保護しているが，今後どうしたら
よいか」との問い合わせがあった．引き続きお願いし
ますとも言えないので，学生を呼び寄せることにした．
この時，同じように，実家が仙台で震災時仙台を離
れ，親戚その他頼る手段がない，いわゆる帰宅困難者
が多数発生していることに思い至る．依然として，通
信網が遮断され，東北大学とはメール・電話・携帯電
話で連絡がつかず，東北大学HPも稼働していなかっ
た．すでに震災発生 3 日になり，学生が保護を必要と
している状態にあるので，やむえず，ホットメールを
立ち上げ，ツイッターで仙台を離れている学生に安否
情報を寄せるよう発信することにした．佐藤講師と合
流し，メールおよび電話で相談を寄せた学生に対する
助言を行った5）．メールが殺到したが，仙台の被災状
況が深刻で原発事故の帰趨が不明なので，安否を確認
するにとどまった．東京自体が震災直後でホテルなど
が混雑し，一番の課題は当面の宿泊所の確保というこ
とであった．この日は，学生とともに東京八重洲ホテ
ルに宿泊した．
3 月14日（月）　午前中は東北大学のHPも依然と
して稼働せず，連絡が取れないので，引き続き情報収
集と支援活動を継続した．情報収集には，仙台・東北
地域への帰途ルートの調査も含め，空路及び上越新幹
線経由で新潟・山形から仙台に帰るルートを確認した．
これらの作業には，メルボルン大学派遣の付添いであ
る北原准教授，串本講師も活動に参加してもらった．
午後からは，東京で帰宅困難となっていた田中真理
教育学研究科准教授が分室を訪れた．臨床心理の専門
家であるので，支援活動に参加してもらった．
多くは電話及びメールでの対応であったが，帰宅困
難者への対応として，①声かけなどケア，②現在の状
況など情報収集，③今後の落ち着き先について把握し，
助言した．緊急の宿泊先として，大学セミナーハウス
が受け入れ可能との情報を得，旭硝子職員寮に滞在し
ていた学生を移動させた6）．
また，文部科学省の紹介で，国立オリンピック記念
青少年総合センター（以下，オリンピックセンター）
に連絡し，およそ30名の受け入れが可能であるとのこ
とであった7）．条件としては，宿泊費1,500円，ネット
使用は 1 日500円，食堂があり，持ち込み可，帰宅困
難者としての認定を受ければ，宿泊費は免除するとの
ことであった．特に留学生は，友人・親戚等が仙台地
区にしかいないこともあり，ほかに行き場のない学生
については，14日からオリンピック・センターで宿泊
できると伝えた．
午後になり，東北大学のHP復活が確認でき，東北
大学とも連絡が取れ，木島高等教育開発推進センター
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長，丸山総務課長と連絡を取り，東京地区の現状を報
告し，学生支援活動を継続することにした．最大の問
題は，安否確認システムはあるが，試行的で登録して
いないとアクセスできないこと，出来ない場合は，部
局のHPで確認可能であったが，HPが回復している
のは， 3 分の 1 程度であり，帰宅困難者の総数も分か
らない現状では，活動を続ける意味があったからであ
る．
なお，ホットメールが東北大学のアドレスではない
ことから，学生から疑念が寄せられ，東北大学のHP
が再開している以上，閉鎖すべきではあるが，ホット
メール以外に安否状況を寄せる手段のない学生もある
ことから，漸次縮小・閉鎖することにした．また，水
道・電気・ガスなどのライフラインの復活が十分でな
いことから，すべてのメールに，「ご連絡ありがとう
ございます．安全を確認して待機してください．なお
このメールアドレスは臨時措置で東北大学のサーバー
が復帰しましたので今後は大学の正式アドレスを利用
して情報を提供するようにします．必要があれば今後
連絡は東北大の方にお願いします」と送信した．ガセ
メールではないかとの電話及びメールでの問い合わせ
があったが，すべて同じ説明を行い，納得してもらっ
た．疑念を提示し続けたメールおよび質問者はいな
かった8）．
帰宅困難者認定については，認定依頼を東北大学分
室室長名で出すことを木島センター長及び丸山課長と
協議し，オリンピック・センターにFAXで送付した．
なお，認定は一度でよく，個別の宿泊者について行う
必要はないとのことであった．この日は，仙台から脱
出してきた教職員・学生が一時休憩を含め 9 名訪れ，
オリンピック・センターを紹介した．
メールや友人からの情報で分室を訪れる学生が増加
し，帰宅希望で山形など震災の影響の少ない地域の学
生には，確認していた新潟ルートを紹介し，運行状況
を本人に確認させた上で帰途につかせた．到着後は無
事を報告するように指示した．このほか，移動時間ま
で滞在させてほしいという学生もいたので，茶菓を提
供し休ませた．
この日より，宿泊者名簿を含めた活動結果について
は木島センター長，丸山課長に報告することとした．
午後，東北大学OBでサントリー奥村氏から飲料水
提供の申し出があったため，物資の送付先として内閣
府危機管理センター物資調整担当に連絡したところ，
昨日と同じく，「被災地のニーズを把握して送付計画
を作る」とのことであった．「生きるか死ぬかの状況
で調べなければニーズがわからないのか」となじると，
黙り込んだ．「結局物資を送る手配はできていないの
ですね」「そうです」丸 3 晩経ってこの有様であり，
現時点では，民間物資の集積場所すらないことがわ
かったので，この旨，奥村氏に報告した9）．テレビでは，
津波の報道と原発事故の報道が流れ，胸が塞がれる思
いであった．センターの特別プロジェクトで 5 名の教
職員を雇用しており，安否が心配だった．電話でよう
やく無事であることは確認できたものの，放射能の流
出次第では，どうなるかわからない．自分の身第一で
行動するようにと伝えるだけで，何も出来ないのが歯
がゆい．
夜，女房から電話があり，津波で自宅は崩壊したが，
両親は天栄村に避難して無事，義妹夫婦はご主人のお
父さんが亡くなったが，いずれも避難して無事とのこ
とであった10）．この日から，東京で勤めている娘のマ
ンションに泊まることにした．東京も被災地であり，
放射能が検出され，乾電池，懐中電灯，コンビニの食
糧などは売り切れで，駅のエスカレーターが止まり，
節電で都電の照明も消して走るなど，不安が高まって
いた．娘にとっても私が滞在することは不安解消に良
かったと思う11）．
3 月15日（火）　学生への対応については，ケアも
必要であるので，「学生への対応マニュアル」（2011.3.15
第 1 版）を作成し，関係者全員で共有するようにした．
旭硝子職員寮滞在学生の大学セミナーハウスは遠隔な
ため，オリンピック・センターへの移動を指示した．
この日も，仙台から脱出し，海外へ戻るまでの滞在
地がはっきりしないので支援を求める研究員・学生が
7 人訪れた．東京は原発事故の影響で13日に計画停電
が発表され，コンビニでの商品がなくなるなど混乱が
続き，交通網も不安定なため，オリンピック・センター
に滞在させることにした．
ホットメールへのメールは指示もあって激減した
が，東北大学HPによる安否確認が，部局によっては
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サーバーがダウンして機能しないため，丸山課長と協
議し，ホットメールに寄せられた安否確認のリストを
作成し，東北大学に送付することにした．この作業は，
たまたま来室していた統括産業医黒澤教授の援助を得
て都内の協力者を確保し，開始した．
この時期訪れる学生は，数日をネット・カフェで過
ごすなど疲弊した様子が見られた．
原発事故が依然として終息しないため，女房と相談
し，両親・義妹夫婦と子どもたちなど 7 名を福島空港
から伊丹空港経由で東広島市に移動させることにし
た．全員乗れる便はなく 2 日間 3 つの便に分けて取っ
たが，子どもたちはいずれも小学校低学年のため，女
房と大学生の息子が，迎えに行く手配をした．
東北大学と連絡がついたので，いつ戻るかを考え始
めた．空路で山形空港，庄内空港に行き，バスで仙台
へ入るルート（ただし予約で満杯）と上越新幹線で新
潟まで行き，バスというルートがあるが，新潟ルート
はレンタカーもガソリン不足で，すべてキャンセルに
なっていた．木島センター長，関内副センター長と相
談し，食糧も乏しく，帰ってきても仕方がないから，
当面，分室での活動を続けることにした．
3 月16日（水）　学生に疲労が見られたこともあり，
オリンピック・センターへの挨拶もかねて訪問ケアを，
羽田・田中が行った．本人の健康，精神状況を観察し，
正確な情報で原発事故への過度な恐怖心を和らげ，東
北地域の状況を知らせて，今後の方向を本人が冷静に
判断できるようにした12）．特に留学生は，東京も不安
であり，名古屋に移動することも考えていたが，具体
的なデータを示して説明したので，納得し，安心して
くれた．面接後は，いずれも表情が明るくなり，分室
への手伝いを申し出る学生もいた．また，移動先が決
定して移動した学生もおり，当面キャパシティに問題
はないと判断した．学生支援の活動経験を踏まえ，「学
生への対応マニュアル」を改訂した．
当日も，仙台で被災し，茨城が実家で帰宅困難な学
生などから問い合わせがあり，分室を訪問させ，必要
な学生・教員にはオリンピック・センターへ宿泊させた．
帰途，東京分室へ連絡すると，問題発生という．午後
2 時半，北千住警察署から留学生の事故に関する連絡
が入っていた．各国の留学生は，大使館が主導でバス
を調達し，仙台から脱出させていた．その一人がパニッ
クで自殺を図ったとのことである．所属学生の部局と
の連絡はついたが仙台と東京との交通は依然として困
難であり，そのため，東京分室で対応せざるを得なかっ
た．仙台から指導教員の移動は困難であったが，幸い
部局の教務担当教員で，仙台を離れている教員と連絡
がつき，急遽東京まで来てもらうことにした13）．
夜 8 時半過ぎ，分室をあとにしたが千代田線は動か
ず，JRで帰った．
3 月17日（木）　重要案件の留学生の事故に関し，
各方面への連絡と情報収集を行い，教務担当教員が合
流し，羽田・佐藤が東大病院へ向かった．成田空港ま
で他の留学生と共に行ったものの，パニックとなり東
京に戻り，駅近辺で首つりを図ったとのこと．電車の
運転手が発見したもので，医師は，脊椎の損傷と低酸
素症等の危惧があることを説明してくれた．幸い最悪
の事態までには至らなかったが，留学生の場合には，
言葉の問題もあり，母国語でコミュニケーションを取
れる人間確保や，大使館，外務省，文部科学省との関
係でも情報交換を行わねばならず，病院の支払い問題，
本国の親族との連絡など，教員 3 人が10日間張りつく
状態になった14）．
広域大災害になった場合，大学単体で救護・支援活
動が出来る組織があるとは限らない．危機管理の一環
として，地域単位での救護体制も準備されるべきであ
ろう．対応する人間が足りないので，串本講師に上京
を依頼し，また，在京していた高等教育開発推進セン
ター千葉講師から連絡があったので協力を求め，医学
研究科朝倉京子教授，同丸山良子教授，同出江紳一教
授も加わり，分室で待機し，各種業務にあたった．
この日は，東京都が一斉停電との情報が流れたため，
6 時で業務を打ち切った15）．
ANAから連絡があり，福島－伊丹間の便を 1 便欠
航することにしたという．義妹夫婦の分がなくなった．
忸怩たる思いで連絡し，彼らは車で移動することに
なった．
3 月18日（金）　この日も丸一日分室に詰める．中
国へ帰国途上で行き場のない学生をオリンピック・セ
ンターへ送ったほか，福島が実家の学生からの相談を
電話で行った．東北大学生の姉と妹だけ親戚に避難さ
─  221  ─
せたが，「食糧もないのに」と言われ，感情が整理で
きず，相談に電話してきたのである．戦争中の疎開の
ような話だが，確かに東京駅構内でもまだ食糧調達は
大変である．危機の時には，人間関係のいろいろな面
が出るものだ．
また，田中・丸山・朝倉は，オリンピック・センター
へ訪問し，学生のケアを行った．新たな相談学生はほ
とんど来なくなったが，原発事故の拡大に伴い，流入
も考えられ，留学生への対応も引き続き行わなければ
ならないので，19日からの 3 日間も 9 ～18時の間，当
番を置いて体制を維持することにした．
3 月19日（土）　引き続き福島が実家の学生と連絡
を取ったが，出ないので，留守電話に困ったときには
連絡をよこすように伝えた．少し落ち着いたのだと考
えることにする．環境科学研究科学生から証明書が欲
しいが連絡が取れないとのことなのでキャリア支援セ
ンターに連絡するよう指示した．
この日は，対応することもなくなってきたので，娘
と錦糸町に映画を見に行った．途中でANAから連絡
が入り，キャンセル待ちしていた福島－伊丹便が取れ
たという．複数予約していたのを解約するのを忘れて
いた．義妹夫婦を乗せたいのでその旨伝えると，予約
者と違うので変更できないという．被災者であり事情
を伝えると，上司と相談して変更してくれた．ありが
たいことである．
3 月20日（日）　新たな事案も発生しないので，分
室での活動は21日をもって基本的に終了し，それぞれ
仙台へ戻り，復興に力を尽くすこととした．ただし，
留学生の件については，本人の帰国までは支援する必
要があるので佐藤が残り，オリンピック・センターに
は23日まで宿泊者がいるので田中が残り，24日以降は
留学生の件の支援に回り，問題解決以後，帰仙するこ
とにした．
羽田・千葉・串本は，それぞれ空路・陸路を通って
22日午前のセンター会議に間に合うように帰仙するこ
とにした．朝倉・丸山は22日に空路で帰仙することに
した．
3 ．仙台へ帰る
3 月21日（日）　仙台は，電気は回復したが，まだ
ガスが回復していないとのことなので，ガスボンベや
電気コンロ，ポットをそろえる．これらの品は東京で
はまったく手に入らなかったので，東広島で調達し，
息子が運んできてくれた．JALで羽田空港から山形空
港に飛び，夜に自宅に入っても散乱していては，片づ
けようもないから，山形に一泊する．山形も店が方々
で閉まっており，イーオンの開店時間も短縮されてい
た．飲み屋に入ると，ものが入ってこないので，店も
開けられないところが多いという16）．
3 月22日（月）　朝 8 時にバス停へ行く．思ったほ
ど並ばず乗れる．山形から仙台までのガソリンスタン
ド，コンビニはすべて閉まっていたのが印象的．運転
手に，臨時便ですかと尋ねると，いや緊急車両ですと
の硬い表情での答え．どうやら，高速道路は緊急車両
以外を通行禁止にしたため，建前は緊急車両という扱
いにしたらしい．ここでも，ばかばかしい官僚主義が
ある．
仙台は，外見上被害は見られない．一番町でタクシー
に乗り，自宅に帰る．入ってみると，驚くべきことに，
本棚も家具も倒れておらず，食器棚の小皿 2 枚と，電
子レンジの上に置いたレンジの皿が落ちて割れただけ
だった17）．停電はあったが，冷蔵庫内の氷が融けた形
跡はなく，肉類が無事だったのは助かった．
11時から教員会議．センターは屋上のペントハウス
が崩壊し，川内で唯一危険建物．幸い死亡者はおらず，
朝鮮・韓国語の金先生が足を骨折したとのこと．木島
センター長の附属複合生態フィールド教育研究セン
ター（女川）は全壊．死傷者はいなかった．ヘルメッ
トとライトを装備して安全を確保し，合同研究棟に
入ってみると，階段や壁の損傷はそれほどひどくな
かったが，ペントハウス直下の 5 階部分が激しく損傷
し，近付くのも怖いほどであった．私の研究室はすぐ
近くで，本が落下してドアがあかない．時間がかかり
そうだ．教育・学生支援部のセンター長室で関内副セ
ンター長が各種の復旧事務を取っており，以後，ここ
で手助けをし，センター長補佐会議と教員会議で復興
を進めていくことになった．
4 ．震災後の仙台の生活
地震から10日以上たっており，少なくとも仙台は，
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最悪の時期を脱していたが，コンビニ・スーパーはほ
とんど閉まり，24日に通りすがりの商店では，大根 1
本290年，白菜700円であった（あまりの値段に写真を
撮った）．
一人では味気ないので，夜の食事は，なじみの韓国
料理屋に毎晩通った．ガス復旧はまだだが，ここはプ
ロパンなので，かなり長い期間，食事を安い値段で提
供してくれた．ほかでもいえることだが，ピークを過
ぎたからかもしれないが，震災を理由に暴利をむさぼ
るような行動がなかったのも，記録しておいてよいだ
ろう．ここのママは韓国系中国人で，トマトと卵の炒
め物を教えてもらうなど，仲良くなっていたのだが，
お孫さんが生まれたばかりで，放射能を恐れて店を引
き払い， 4 月24日には閉店してしまった．ママから，
もう店を辞めると聞いた時には，がっくりして，研究
室の書籍が傷んで相当数廃棄した時には，喪失感が全
くなかったのに，数日落ち込んだ．
3 月23日には東京都の水道から放射能が検出された
という報道が出た．東京にいる間に，コンビニで少し
ずつ水を買い集めておいたので，娘の部屋はペットボ
トルだらけであった．仙台は，放射能の高濃度拡散地
域ではないが，安心はできない．
川内は，まだガスが通っていなかった．電気釜でお
湯を沸かし，体を拭いているという話も聞いていたの
で， 6 Lの電気ポットを広島で買い込み，電気コンロ
と携帯ガスコンロも買ってきた．近くのスポーツクラ
ブでシャワーを開放しているという情報があったので
ネットで調べ，24日にはシャワーに通い， 2 日に 1 度
はシャワーを浴びていた．私の車はプリウスで半分以
上燃料が残っていたものの，自転車で通っていたが，
4 月 2 日にはガソリンスタンドに並ばず給油でき，満
タンにしてほっとした．満タンで長距離ドライブすれ
ば900キロは走れるので，トランクには，水・衣類・
食料などを装備し，万が一の時には，パジャマで乗り
込んでも避難できるようにしていた．
そのうち，秋保温泉が日帰り入浴の時間を拡大して
いることが分かり， 4 月 7 日から温泉通いをした．朝
7 時40分に家を出ると，8 時過ぎには温泉に着き，ゆっ
たり温泉につかって朝飯も食べ， 9 時ごろ出ると会議
に間に合った．途中必ずといってよいほど，サイレン
も鳴らさず走る全国からの応援パトカーの列を見かけ
た．
モノ不足はしばらく続いた．生協で買い物をしたの
は 3 月26日が最初だが，朝早くでも30人ほどの列がで
き，全員は一挙に入れなかった．牛乳，焼き海苔，ハ
ム・ソーセジ類は何もなく，市内は同様の状況であっ
た． 3 月29日に東京で会議があるため，仙台－鶴岡－
庄内空港－羽田空港で上京した折には，鶴岡のスー
パーで牛乳を買い込んだ（ここでも 1 人 1 本の制限が
あったが，仙台から来た事を訴えて 6 本売ってもらっ
た）．また，北海道の兄に頼んでハム・ソーセジ類・
乾電池類を送ってもらい，とても助かった．生協に並
ばなくともものが買え，ガソリンも確保でき，通常と
変わらぬ生活ができるようになったのは，新幹線が回
復した 5 月の連休明けではなかったかと思う．
4 月 7 日夜の震度 6 の余震には胆をつぶした．避難
所を見回って無事を確認し，寝たのは 1 時半になって
しまった．
5 ．センターの復旧活動
センターの復旧は，合同研究棟からの図書や研究資
料を搬出し，講義棟の 4 室を借り，臨時の教員室を作
ることから始めた（教員会議の記録を参照）．まだ余
震もあり，建物内部も危険なことから， 3 月24日教員
会議で打ち合わせた後，時間を限って午後 1 時からコ
ンピュータなど最低必要なものを搬出した．同僚何人
かとスクラムで押しあけた．耐震のためボルトで固定
した本棚は，ボルトがコンクリート壁から抜けたため
大きく傾き， 1 トン以上の重さのある移動書架は，中
の棚板が揺れた本の重さに耐えられず歪み，下には本
が挟まっていた．どれほどの揺れがあったか想像がつ
かない．プリンターは 1 つ破壊されたが，パソコン本
体・ディスプレィ・外付けハードは無事であったので，
仕事をすぐ再開できたのは幸運であった．
年度末であり，会計処理，文科省からの委託経費の
処理など煩雑な書類書きが殺到したが，文科省の方で
非常事態を理解し，繰り越しなどの弾力的な措置を
取ってくれたので助かった．メディア教育研究棟も借
用し， 4 月11日と26日に再度荷物の搬出を行い，授業
開始の連休明けには，臨時の教員室で仕事が出来る状
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態になった．研究棟のペントハウスは，柱の鉄筋が切
断されて危険なため， 4 月20日から撤去作業が開始さ
れ， 9 月まで工事があり，建物内への立ち入りが制限
されたので，業者と連絡を取り合いながら，荷物の搬
出を計画・実施した．
この間，梅雨にかかり，防水工事が不十分なため，
屋上の穴から雨水が浸入し，北東部分は 5 階から 1 階
まで水浸しとなり，甚大な被害が出た．私の研究室も
床上浸水となり，床に散乱していた書籍が相当数使い
物にならなくなった．つい最近，ラシュドール『大学
の起源』 3 巻本を購入したばかりだったので，本棚に
置かれて無事だったことを確認した時はほっとした．
6 ．大学教育支援センターと拠点活動
3 月後半に予定していたイベントはすべて中止に
なったが，文科省の特別経費を受けた「国際連携を活
用した大学教育力開発の支援拠点」活動を再開しなけ
ればならない．10月から開始できるように準備を進め
ることにしたが，気になっていたのは，震災につきも
ののPTSD（post-traumatic stress disorder）への対
応である．私は国立大学協会の仕事もしていたので，
専務理事で元神戸大学長の野上智行氏に頼み，震災の
経験のある齊藤誠一氏（神戸大学人間発達環境学研究
科准教授，臨床心理学），吉田圭吾氏（同准教授，臨
床心理学）の両氏を紹介してもらい， 4 月19日にはセ
ミナーを開催することができた．このセミナーは学外
からも多くの参加者があり，特に，ボランティアで復
旧に携わる人にPTSDが発生するなど，体験をふまえ
た貴重な話を聞くことができた．
また，学生相談室の池田准教授，キャリア支援室の
千葉講師と相談し，学生の状況を把握するための調査
を企画した．この調査は，個人を特定しないと意味が
ないため，時期と項目が問題であり，神戸大学の方々
の意見も聞きながら進めたが，実施は 7 月にずれ込ん
でしまった．確かに個人情報の保護は重要であるが，
災害時にどちらが優先されるのか，どのような方法が
効果的か，危機管理の在り方として検討として置くべ
き事項であろう．
拠点活動は， 4 月21日に基本方針を決定し，前年度
にプログラム開発経費の成果に基づく年間プログラム
を作成し， 7 月には広報できるようになった．また，
教育開発リーダー向けのプログラムについて， 2 月末
から 3 月初めにかけて，カナダ・クィーンズ大学を訪
問したばかりであり，具体化するために， 5 月21日に
は杉本准教授，立石助教と再訪問し，細部を詰めて 7
月には応募を開始した．
2011年度には，文科省の委託を受けた「諸外国の大
学教授資格制度に関する実態調査」を進めていた．主
にセンター外の研究者のチームだったので，調査自体
はつつがなく進行し， 6 月には報告書を出版し，科学
研究費による「アジア・太平洋地域における高等教育
市場化政策の比較研究」も，8 月には報告書をまとめた．
この間， 3 月29－30日には日本学術会議の委託研究
で東京， 4 月13日，27日には国大協の会議で東京， 4
月の連休は東広島の自宅に両親の様子を見に帰省， 5
月11日に国大協の会議で東京，16日は佐賀大学での講
演，21日にカナダ出張，25日に帰国し，26日に首都大
学で講演，28日に名古屋の高等教育学会参加， 6 月 4
日大学教育学会参加とほぼ通常の業務をこなした． 6
月の健診では，驚くほど中性脂肪率が下がって10年前
の数値になった．残念ながら体重はほとんど落ちな
かった．
第 1 次補正予算が通り， 6 月上旬から応急教員棟の
設計と移転の準備を始めた．センターではそのための
WGを設置し，責任者となったので，要望の取りまと
めと業者・大学事務との交渉に追われた．特に，大学
が行った業者との契約には，トイレ・廊下・階段など
の共有部分が積算されておらず，個人研究室の面積確
保には苦慮した．設計・建設にあたった大和リースは
大変協力的であり，デザインには設計事務所に勤務経
験のある事務の井上さん，デザインが得意な鎌田さん
に助けられ，見学にきた同僚が，「プレハブじゃない
みたい」と喜んでくれたのが，何よりであった．
とはいえ，大学教育支援センターはメディア教育研
究棟にとどまり，センター教員に必要な設備はまだ合
同研究棟内にあり，片肺飛行であるのが現実である．
私も，あるべきはずの資料がどこにあるかわからず，
ダンボールに詰め込んだ資料は全く使えないという実
情であり，一種の記憶喪失状態にある．この 3 月，合
同研究棟の改修に向けての設計が始まったが，完成し
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て再度の移転を行う2013年 3 月までは，中途半端な状
態が続くことになる．
7 ．その後
女房の両親は，今も東広島の自宅にいる．半年ほど
は，消耗しきっていたが，10月に一時帰宅で貴重品を
持ち出し，手元に置いた頃から元気を取り戻した．一
時期，東広島への避難者はわが親族のみだったので，
NHKや地元新聞の取材も受けた．小高町に数世代に
わたって住み続けている人たちだが，地域になじみ，
生活している姿にたくましさを感じる．帰りたくない
わけがないだろうが，地域社会が崩壊している状況で，
70代後半の二人にどのような言葉をかけるべきか．
義妹夫婦家族は，当初すぐ近くの雇用促進住宅に入
居し，子どもたちはわが娘・息子の通った小学校に転
校した．広島は被爆体験があり，他地域で聞くような
放射能を理由にするいじめは全くなく，暖かく迎えて
くれた．しかし，義妹は南相馬市の職員ということも
あり，地域社会の再建の仕事がある．夫婦は福島に戻
り，市民の救護活動を続け，しばらく親子離れ離れの
日々が続いた．小学校低学年の子どもたちには酷な状
況であり，結局，現在は，放射能汚染を危惧しながら
家族は南相馬市に戻って生活している．
8 ．地獄のふたが開いた
原発事故で，世界は地獄のふたが開いたのをたしか
に見た．今はおさまっているが，完全に閉じたわけで
はない．
地獄のふたは，原発だけではない．日本を指揮する
リーダー層，エスタブリッシュメントの真の姿もまた
震災が開けて見せたもう一つの地獄である．原子力事
故防止のための努力が，産・官・学・メディアの癒着
の下でいかに空洞化してきたかは，多くの人の知ると
ころとなったが，それ以後の展開も人間レベルの深刻
さを示してきた． 3 日たっても物資送付の手配もでき
ない無能力さ，「直ちに危険はない」と宣伝し続け，
事実を過小評価しようとした政府高官，水素爆発も予
見で出来ず，SPEEDIによる放射能拡散予測について
も助言できない原子力安全委員会委員長，SPEEDIに
よる放射能拡散予測を受けとっていながら官邸に上げ
ず，対処しなかった保安院職員18），放射能測定を行っ
ていながら知らせず，避難の指示も出さなかった福島
県庁など行政組織はもちろんのこと，放射能観測を中
止した気象庁，学会員に観測と発表への圧力を加えた
日本気象学会，それに従った研究者たち19）．これらの
人々の多くは，いわゆる有力大学で高等教育を受け，
優秀な成績で政・官・学界で有力な地位についたはず
であるが，なぜこのような行動しか取れないのか．そ
のメンタリティや価値観は何に由来するのか．こうし
た価値観や行動様式の形成に，大学教育は関係がある
のか無関係なのか？
震災からの数カ月で感じたことが 3 つある．1 つは，
現場で起きていることへの想像力の欠如，第 2 に，日
本人が取りつかれている責任追及への怖れである．東
京分室で活動開始の直後，数日後に東北大学と共同で
開催予定のセミナーに関し，東京での関係者から，開
催可能かどうか電話が入った．この状況では無理で
しょうと返事し，相手方もそうですねと応答して電話
を切ったのだが，翌日も再度確認を求め，ついにはわ
ざわざ分室へ足を運んで来た．都内の交通も怪しく，
東北大学の関係者とも連絡できない以上，無理に決
まっているのだが，要するに，東北大学主催で自分た
ちは共催者なのに勝手にやめていいのか（後で責任を
取られないか）という不安に駆られて，私の責任で中
止になったという確認のために来たのである．「責任
を取りたくない＝非難されたくない」というメンタリ
ティは，問題解決のために最善の努力を取れない行動
となって現れていると感じた．
最後の 1 つは，これらの人々の経験の幅の狭さと，
組織的行動に対する忠誠心であり，何をするにも組織
にお伺いを立て，計画を作ってお墨付きをもらわない
と動けないようなメンタリティである．朝日新聞によ
る連載記事『プロメテウスの罠』20）には，勤務先の
労働安全衛生総合研究所から放射能測定を禁止され，
辞めて測定を続けた木村真三氏（現独協医科大学准教
授）の活動が紹介されている．連載を読んで得心した
のは，木村氏が，順調な研究者歴を歩んできたのでは
なく，高校生の時にグレ，一念発起して予備校に通い，
東京理科大学山口短大に入学，九州工業大学二部に編
入し，山口短大助手，北陸先端技術研究大学院大学，
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北海道大学大学院を経て研究者の道を選んできたこと
である．
「順調な」キャリア官僚なら，中高一貫の進学校か
ら有名大学に進学し，単位を優秀な成績で取得して，
公務員試験や就職試験をパスし，それぞれの組織の
OJTを受けながら，組織文化を身体化させていく．
研究者も同様であり，こうした組織文化からは，危機
の場合に上司の指示・命令に依存せず，主張を貫く行
動様式は生まれてこない．組織の論理になじまない首
相に怖くてものが言えなかったと公言する原子力安全
委員会委員長の発言（2012年 2 月29日『朝日新聞』）も，
職業＝専門性倫理を貫けなかった一典型であろう．
最も象徴的な事例は， 3 月12日， 1 号機への海水注
入に対し，菅首相から再臨界の可能性が指摘され，東
電フェローをはじめ技術陣から危険性がないことが説
明されていながら，当の東電フェローから首相の了解
がないことを理由に，海水注入を中断する指示がなさ
れたことである21）．日本崩壊の危機にあって，科学的
技術的必然性よりも，組織の序列と政治的関係への慮
りを優先する行動（根回しと調整）が取られたのであ
る．こうした行動は，対立を避け，関係者すべて組織
や人間間の妥協と納得が得られる最適解（おとしどこ
ろ）を探し求めてきた日本人に身体化された組織行動
原理（談合）であると考えられる22）．不幸なことに，
原発は談合には参加してくれないし，世界も同様であ
る．
───────────
注
1 ）  東京での活動は，高等教育開発推進センター佐藤万
知講師と作成した活動記録に，筆者の日記及びメモ
を加えて執筆した．個人的事情も付記しており，内
容及び見解の責任はすべて筆者に属する．
2 ）  数ヶ月前にノートパソコンを買い替え，Wi-Fiを契約
してインターネットを使えるようにしていたことが，
この後とても役に立った．
3 ）  東京も被災地で食糧・電池類は品切れを起こしてい
た．これほど家を空けると思っていなかったので，
私は携帯電話の充電器を持たず，電源切れを起こし
ていた．京都で発電・充電機能を持つラジオ兼ライ
トを購入したが，携帯の充電には発生電力が小さく，
ほとんど役に立たなかった．
4 ）  東北の被災状況に心を奪われていたが，東京も震災
被害を受け，職員の方も11日は帰宅できず，徒歩で
帰宅するなど疲労して発熱していた．無理を押して
分室まで来てくれた．非常時とは言え申し訳ないこ
とをした．
5 ）  東京分室には，壊れかけたテレビしかなく，情報が
入らない状態であったので，学生にお金を渡し，テ
レビを買ってきてもらった．以降，テレビから入る
情報を使えるようになった．余談だが，私費で買っ
たテレビなので，5 月になって筆者は自宅に持ち返っ
た．分室には今も壊れかけたテレビしかない．
6 ）  大学セミナーハウスとの労を取って下さった加藤洋
子氏，大学セミナーハウスの関係者の方々に厚く感
謝します．
7 ）  担当の主幹小板橋昇氏は，全面的に協力して下さっ
た．厚く感謝します．
8 ）  1 人学生が電話で，東北大学ではないアドレスを使っ
て公的にやるのはおかしいのではないかと指摘して
きた．情報関係の分野の学生らしく，震災にまぎれ
て個人情報を収集するメールが流れているから注意
するようにとのアナウンスが流れたこともあり，疑
問に思うのはもっともであろう．しかし，この時点で，
原発事故が終息せず，最悪の場合は，仙台はもちろん，
関東圏まで汚染されることが考えられる非常時に，
正常時のルールを守ることに執着するメンタリティ
の硬さはどこから来るのかと疑問に感じた．この件
では何の実害も発生しなかった．地震・津波・原発
事故の複合大震災という事態に直面しながら，政府・
自治体・学校などで非常モードにマインドが入らな
かったことは，高成田亨仙台大学教授が指摘してい
る（『IDE大学セミナー　第15回東北大学校と教育
フォーラム報告書』，『高等教育ライブラリィ 3 　東
日本大震災と大学の使命』東北大学出版会，2012年
3 月）．
9 ）  物資搬送と燃料確保についての立ち遅れは，避難所
での食糧不足と暖房不足の原因になった．燃料不足
に悩む陸前高田市長が内閣府副大臣に訴えたところ，
電話 1 本で確保できたが，その役所から「自衛隊が
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給油してはいけない．ノズルには触らせるな」とク
レームがついた（『週刊文春』 6 月 2 日号）．
10）  小高町女場は海岸から1.5キロは離れていたが，津波
で 1 階は完全に浸水し，近所に避難した翌日，地元
の原発作業員から，水素爆発したという情報があっ
という間に広がり，着の身着のままで親戚のいる天
栄村に移動した．天栄村は原発の南東側であるため，
高濃度放射能の拡散を免れたが，偶然に過ぎない．
東広島に避難するまで，国及び自治体の情報や指示
は一切なかった．
11）  東京での不安の最大は，放射能であった．北関東に
放射性物質が落ちれば，そのうち，水道にも出るだ
ろうから，検出されたら，いっさい外では食事をし
ないこと，もし原子炉が爆発した場合の広がりにつ
いてネットでチェルノブイノのケースを調べ，エア
コンは使わず，少しずつペットボトルを買い集め，
保存食料，マスクを買いためた．
12）  学生の中に，次の移動先がはっきりしない学生がい
たので，時間をかけて話を聞くと，東京でアパート
を借り，生活したいと話した．背景には，もともと
就職活動が不調で大学院に進学したものの，籍を置
くだけで意味がないのではと悩んでいた様子．齊藤・
吉田氏によるセミナーで，大災害には，普段潜在化
していた人間関係や生き方の問題が顕在化するので，
それも含めたケアが必要と指摘されていたが，まさ
にそうしたケースであった．東京でアパートを借り
ることの難しさ，進路を切り開くためにも，どこに
ポジションを置いたらよいのかなど話をする中で，
実家に戻ることに決め，ほっとした様子が印象的で
あった．
13）  当の教員は直接の指導教員ではないが無理を言って
東京に来てもらうことになった．翌日，東京分室に
来られた教員は作業服でやつれた姿で，聞けばまだ
幼い子がいるので家族ともども大変な時間をかけて
避難したばかりであったとのこと．仙台全体が被災
地であり，無理を言って上京してもらったことに申
し訳なく思った．しかし， 3 人で東大病院を訪れた
時には，励ましの声をかけ，安心して回復するよう
に働きかけていた．苦難の中にあっても教師として
最善の努力を果たす姿に教員としての魂を見る思い
がし，感動した．
14）  この留学生はいったん本国に帰ったが，2012年度か
ら復学することができた．経緯において教訓とすべ
きことは多いが，まだ在学中であり，詳細について
は割愛する．なお，本人は現金・パスポートなどの入っ
た荷物を空港に置き忘れていたが，届け出があり，
後日手にすることができた．混乱時にあっても日本
人のモラルを示すものとして記録しておきたい．
15）  筆者も早めに帰ろうと，東京駅に向かったところ，
一斉に駅に向かってくる帰宅者の群れを見て，危険
を感じ，秋葉原駅まで歩き，JRに乗った．いつにな
く長距離バスに大きな荷物を持った家族連れの列が
あった．
16）  今回の震災では，マスコミには失望した．例えば，
11日午後に，中日新聞社の記者から知人を介して電
話が入った．被災地の状況を教えてくれという．仙
台にはいないと伝えると，誰か仙台にいる人を紹介
してくれという．危機的な状況にある人に迷惑だと
考えないのか，自分で訪ねて聞くのがジャーナリス
トではないかと断った．記事の中に被災地からの数
行を入れたいがために，他人に犠牲を強いることへ
の想像力が欠落している．全体としても，当初は，
被災のひどさを伝えるのに懸命で，支援や救護に役
立つ情報が流れない．放射能の拡散状況についても，
報道し警告する姿勢を示さない．中途からは「頑張
ろう」のメッセージの氾濫である．マスコミは，人
間の情緒に訴え，操作しようとしていると実感した．
帰宅困難者が帰るために必要な情報は，当該地域の
ライフラインの回復状況であり，医療や食料がどの
程度入手可能かである．これらの情報は自治体の情
報がネットに流れるようになったが，すべての人間
がネットにアクセスできるわけではない．山形に着
いた夜，東京で取材に来たNHK記者に，電話で，一
体どういう全体方針のもとに取材をしているのか，
何を伝えて，どうしたいのかを尋ねたが，全体像を
どう伝えるかではなく，各記者がそれぞれの関心で
取材し，デスクがそれをまとめるやり方を取ってい
ると説明していた．結局は，災害を取材対象として
のみ見ており，現に進行している災害をいかに解決
するのか，そのために必要な報道が何かという視点
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を持っていない．そうでなければ，非常事態に問題
の所在を報道して解決するのではなく，政治家の上
げ足取りに終始するような記事を書けるはずがない．
震災に関する各種の検証作業が進んでいるが，マス
コミ・メディアについては組織的にはまだである．
なお，大沼安史『世界が見た福島原発災害－海外メ
ディアが報じる真実』（緑風出版，2011年 5 月），『世
界が見た福島原発災害 2 －死の灰の下で』（緑風出版，
2011年10月），『世界が見た福島原発災害 3 －いのち・
女たち・連帯』（緑風出版，2012年 3 月），自由報道
協会『自由報道協会が追った3.11』（扶桑社，2011年
10月）参照．
17）  電子レンジの皿は，前に女房が割ったことがあり，
少なくも地震は，我が家においては女房並の破壊力
があったことになる．
　【参考】　学生への対応マニュアル（2011.3.16，
第 2 版）
1 ．ケアも必要
①ねぎらいと不安への対応（まず声かけ，お茶，
お菓子などで休ませる）
  経済的・体力的・心理的不安を抱えていること
への配慮「大変だったね」「それは不安だった
でしょう」「随分疲れたよね」
  「この先どうなるかわからないのはつらいね」
②心理的状況の把握：（表情などから不安が特に
高そうな学生には必要）学生個人が持っている
コミュニケーションネットワークの把握，睡眠
状況，食欲状況の把握「連絡を取り合っている
友達はいますか？」「ちゃんと眠れています
か？」
  「食欲はありますか？」
③ニーズの把握：学生の思いを引き出す
  「今，一番何が不安ですか？」「今，一番やって
ほしいことは何ですか？」
④学生支援の幅の明確化（分室への過剰な期待へ
の失望感から守る）：
  分室で対応できることと，できないことを明確
に呈示する．
  「ここでできることは，今のところ，○日まで
の宿泊の紹介だけです」
  「△△については，分室で対応するのは無理で
す…．」
  学生の自助努力を引き出す
  「自身で何とかできそうなことはありそうです
か？」
⑤今が非日常事態であることとポジティブな未
来，東北大学の連帯感
  「この状態がいつまでもずっと続くわけじゃな
いからね，大丈夫」
  「みんなも仙台で頑張っている」「大学もちゃん
と考えてくれている」
2 ．身分を確認
  所属・学年，学生証で本人確認．ない場合には
指導教員などの情報で推定．
3 ．現状の状況を確認
  仙台を離れている理由，震災時の状況，現在ま
での状況 
4 ．今後の対策
  親戚・友人などに泊まれないか，難しい場合，
オリンピック総合センターに紹介する．
5 ．以上の事項を受付簿に記載．携帯などの連絡手
段を記載する．
6 ．宿泊名簿として，名前・性別・所属・学年・学
籍番号・現住所・本籍（実家）・滞在期間・チエッ
クの日時を記載
7 ．チエックイン以前にオリンピック・センターへ
FAXで送付（まとめても可）．帰宅困難者申請は
不要．
8 ．その日送付分を東北大学総務課にFAXで送付．
18）  東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証
委員会中間報告（2011年12月26日），p.260．
19）  2011年 3 月18日，日本気象学会理事長新野宏より学
会員あて文書．（http://wwwsoc.nii.ac.jp/msj/others/
News/message_110318.pdf，2012年 3 月30日閲覧）
20） 『プロメテウスの罠』（朝日新聞社web新書，第 2 章）．
21）  東京電力福島原子力発電所における事故調査・検証
委員会中間報告（2011年12月26日），p.168．
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22）  報道に震災対応で現出した政府対応の問題点，人間
的要因の解明はほとんどない．外岡秀俊『3.11複合被
災』（岩波新書， 3 月）第 4 章は，政府部内の救援対
策に触れるが，リアルタイムでの進行ではなく切り
こみが浅い．毎日新聞「震災検証」取材班『検証「大
震災」伝えなければならないこと』（毎日新聞社，
2012年 2 月）は，中央官庁の被災者支援の問題を扱っ
ている．福島原発事故独立検証委員会『調査・検証
報告書』（2012年 3 月）は，ルーティンの価値観に則っ
て 行 動 す る 官 僚 機 構 の 問 題 を 指 摘 し て い る（p. 
394）．単なる復旧で問題が解決しないのは，人間・
組織の問題も同様である。
（追記）
　 1 周年を経て，震災の体験記録や復興への提言，研究
など震災を対象にした様々な出版が行われるようになっ
た．しかし，体験記録には，森有正のいう「経験」，すな
わち「感覚が純化し，自己批判を繰り返しつつ堆積し，
そこにかたちが現れてくる」経験はほとんどない．たと
えば，金菱清編『 3・11慟哭の記録』（新曜社，2012年 2 月）
には，原発事故に関する19編の体験記録がある．福島原
発は，20年以上にわたって作業員の被曝や事故，情報の
隠ぺい・操作が繰り返されてきた．しかし莫大な補助金
によって問題にすることがタブーとされ，原発批判者は
地元でスポイルされてきた．こうした事実にも触れるこ
とはない．悲惨な体験記録ではあるが，これらは，先の
戦争で日本人を被害者としてのみ描く戦争体験記録と極
めて類似している．
　また，専門分野の発想からの復興プロジェクト研究は，
空襲後の焼け野原に乱立する商店のように見える．売り
出し商品は，それぞれの専門分野を活かした東北復興で
ある．これらの商品には，震災で顕在化した人間の問題，
復興を担う人間の問題が欠落している．少なくとも人材
育成を使命とする大学は，『東京電力福島原子力発電所に
おける事故調査・検証委員会中間報告書』が，「原子力の
災害対応に当たる関係機関や関係者，原子力発電所の管
理・運営に当たる人々の間で，全体像を俯瞰する視点が
希薄であったこと」（p. 504）を真摯に受け止めることが
必要である．
